





Factors that affected the existence of rivals on leaming si印ations:
Approach from competitive attitude and leaming attitude. 
太田伸幸
Nobuyuki OTA 
Abstract: The purpose of this study was to investigate factors that affect巴dthe existence of rivals on le釘nmg
situation among the high-school students and to account for the relevance between those factors and rival cognition or 
absence. 685 high school students answered 1 or 2 questionnaires ofthe following 3 types; 1) rival cognition， 2)rival 
absence， and 3) achievement motiveヲ fearof success motive， competitiveness， personal development competitive 
attitude， and leaming 甜itude.A discriminant analysis was performed using 3) as predictors ofrival existence. It was 
c1early shown that personal development competitive attitude and leaming attitude were more suitable for 
discriminating between rival pr巴senceand absence. A correlation analysis between 3) and 1) or 2) revealed that higher 
competitiveness was related to lower cognition of mutual action with rivals and that low leaming attitude and high 
fear of success had a large effect on rival absence. These results suggested that belief that one can achieve of personal 

















































関係になる.Wish， Deutsch， & Kap1an (1976)は営業成績










































































































剰な競争心やRyckman，Hammer， Kaczor， & Go1d (1990) 



































者のおよそ 3分の lに当たる 220名(内 2名が回答の不
備により分析から除外された)を対象に実施した.した
がって，調査対象者の内訳は，調査紙 1のみ (174名)， 
調査紙2のみ (289名)，調査紙 1および3(82名人調
査紙2および3(136名)となった.
2 園 2 調査内容
本研究では以下にあげる 3種類の調査紙を作成した.



















した. 30項目からなり I自己志向性J， Iライバノレ回
避J， Iライバノレ無関心」という，主にライバノレの価値
付けに関する 3つの下位尺度から構成されている





も何か目標を持っていたいJ)， I競争的達成動機J (10 
項目;例「勉強や仕事を努力するのは，他の人に負けな
いためだJ)の2つの下位尺度から構成されている.
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(3)競争肯定観(6項目): Ryckman， Hammer， Kaczor， & Go1d 
( 1996 )が作成した PDCAS (Persona1 Deve10pment 

























2 贋 3 手続き


































に「親近性J (3項目;例「いつも一緒にいたからJ) ， 
「目標の対象J (4項目，例「相手のほうが自分より少し
上にいたからJ)， I能力対等J (2項目;例「気がつい
たら自分と能力が並んでいたからJ)， I相互作用J (3 
項目;例「お互い競ったほうが向上できるからJ)であ
った.ただし相互作用のみ一部の項目の因子負荷が低い











転前の固有値の減衰状況 (8.97，1.97， 1.75， 1.69， 1.43， 








自分の万やや自分 やや相手相手の方同じくらいが上 の方が上 の方が上が上
一方的ライバル認知
双方向的ライバノレ認知
3 6 25 32 56 









F1 F2 F3 F4 
936 .056 -.098 一.090
.902 .035 .011 -.059 





自分の目標になる人を考えるときに，ちょうどいい学力の .001 .680 一.120 .132 持ち主であったから
自分よりすぐれているのが悔しかったから .058 .680 .297 -.112 
第3因子『能力対等J](2項目)
気がついたら自分と能力が並んでいたから 一.042 .097 .920 .000 
成績が同じくらし、だ、ったから 一.007 .040 .899 .122 
第4因子『相互性J](3項目)
お互い競ったほうが向上できるから .019 一.057 . 168 . 838 
相手の頑張ってしも姿が自分を奮起させるから 一.112 . 136 一.177 .755 
お互いに刺激しあって，共に向上する喜びを覚えたから .175 -.067 .089 .723 
残余項目(2項目)
相手を自分の目標にしたかったから .017 .576 ー.471 . 154 




















因子間相関 F1 F2 F3 
F2 .088 
F3 .252 -.175 
F4 .340 .233 .065 


















52 愛知工業大学研究報告，第40号A，平成 17年，Vo1.40-A， M民 2005
Table3ライバノレの不在理由の因子分析結果(主成分解，フoロマックス回転後)(nニ423)
F1 F2 F3 F4 F5 
第1因子『自己志向性j](7項目)
他人と比べる必要がなし、から 羽 704-. 057 .024 . 150一.046
自分の成績にしか興味がなし、から • 687 -. 137 . 103 .000 . 166 
他人と成績を比べても意味がなし、から • 673 . 161 -.005 . 101 .019 
自分は自分だと思っているから 655 . 150 .043 -. 153 .068 
他人の成績は気にならないから 597 -. 075 . 028 . 270 . 129 
他人を気にしたくなし、から 545 . 332 . 021 一.059一.069
他人を目標とはしていなし、から .489 一.102 . 332一.139一.107
第2因子『ライバノい競争回避j](6項目)
ライバノレとして意識した人を嫌いになりそうだから 一.152 町 761 .033 一.147 .149 
他人にライバノレと思われたくないから 一.090 .744 . 158 . 069 .049 
他人と競うのが好きではないから .082 . 713 -.042 -. 108 -. 059 
他人と成績を比べられたくなし、から . 313 . 679 -.227 -. 055 -.056 
ライバルを持ちたくなし、から .055 .619 .196 .015 -.061 
他人をライバノレと思いたくなし、から .088 ‘610 .261 .202 .014 
第3因子『ライバル不要j](6項目)
ライバノレを持つことを考えたことがなかったから .014 -.120 .699 .175 -.129 
ライバルとし、うものがぴんとこなし、から • 127 .058 . 626 . 165 .258 
他人をライバルとして意識で、きなし、から 一.063 . 169 .572 . 114 .004 
今の状況で、良く頑張っていると思うから .027 .092 開 559-. 307 .014 
他人をライバルとまでは考えられなし、から .088.286.481.063.122 
学習で、ライバルを持つことが考えられないから .240 .074 .449 .219 -.076 
第4因子『学習無関心j](3項目)
学習に関心がなし、から .075 -. 136 -.054 . 892 .016 
勉強自体が嫌いだから .070 .008 -.081 . 864 . 051 
他人が頑張っていても気にならなしゅも .298 -.023 .142 .412 .021 
-第菌芋T可豪末在京頑町一一一一一~~...~^-^"===="'~~=一一一一一一一一一一一一一一
自分と同じ成績の人がいなし、から .027 .213 -. 075 .064 . 750 
ライノ勺レとなるような人がし、なし、から . 243 -. 048 -. 078 . 004 . 682 
今までたまたまいなかった 一.177 -. 179 . 328 -. 039 . 569 
残余項目 (5項目)
他人と目標(進路等)が違うから 551 -.019 -.003 .022 .480 
ライバルがいても成績は変わらなし、から .394 .094 .206 .074 -.061 
ライバルを持ってまで、勉強しようι思っていなし¥から • 213 .082 . 325 . 386 -. 155 
他人と競ってまで、成績を上げようとは思わなし、から • 255 .233 . 145 . 300一.138
ライバルがいなくても頑張れるから 340 -. 094 . 629 -. 452一.007
因子間相関 F1 F2 F3 F4 
F2 .454 
F3 .440 .456 
F4 .278 .363 .366 






















自己充実的 競争的 競争JL} 競争肯定観 成功回避 学習態度 成績の達成動機 達成動機 動機 自己認知
自己充実的達成動機 .192 + .106 .290 ** .074 .375 *料 .033 
競争的達成動機 .260 ** .654仲村 .130 .019 .135 .001 
競争J心 .206 * .702 *紳 .295 ** .022 .042 .177 
競争肯定観 .411 *料 .400 *** .527 *制 .133 .198 + .030 
成功回避動機 .282林水 .394 *林 .396料* .226 ** 一.331料 .054 
学習態度 . 376 *** .186 * .227 ** .377 *紳 .177 * .228 * 
成績の自己認知 . 121 .024 .049 .088 .088 .284 *** 





自己充実的達成動機 3.97 ( . 53 ) 
競争的達成動機 3. 73 ( .54 ) 
競争iL' 3. 01 ( .52 ) 
競争肯定観 3. 82 ( .57 ) 
成功回避動機 2. 94 ( .50 ) 
学習態度 3. 29 ( .63 ) 




























3. 79 ( . 61) 2.18 * .341 
3.47 ( .66) 2.94林 .470 
2. 78 ( .63) 2.89 ** .437 
3. 35 ( . 71) 5.36 *料 .775 
2. 94 ( . 56) 一.026n. s. 一.010
2. 85 ( . 66) 4.88林* .773 
5. 44 ( 1.89 ) 2.98料 .488 
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Table6 競争に関する尺度と認知理由の相関 (n=82)
親近性 目標語、知 能力対等 相互作用
自己充実的達成動機 .033 .001 一.059 .216十
競争的達成動機 -. 010 .045 一.163 .320紳
競争Jt， 一.137 .092 一.134 一.307* 
競争肯定観 一.038 .100 一.118 .217 + 
成功回避動機 .220林 .032 .339料 .002 
学習態度 .282 * .039 一.385榊* .126 
成績の自己認知 .060 .248 * 一.146 一.007





自己充実的達成動機 .213 * 一.077 .058 一.233料 .045 
競争的達成動機 一.138 .205 * 一.129 一.042 .129 
競争JL} 一.176ネ 一.331仲永 一.067 一.013 .222 * 
競争肯定観 .208 * .377料* . 155 + 一241林 .139 
成功回避動機 .005 .233料 . 168 + 一.007 .056 
学習態度 .162 + .246 * . 165 + 園 656*林 .133 






























pく.05 pく.01 キ紳 pく.001
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